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単元名 ′

lllJ

4
0オリエンテーション
○文化とことば

〇唐詩のし五ヽ

国語総合の学習について

季節の言葉 と出会う

盤 __りL旬_______

学習規律の徹底
※単元 ごとにワークを確認。

5

ベン平ンはなぜ二列kならて
歩くのか ?
春眠暁を覚えず

6
○随筆の楽しみ 奥山に猫またといふもの 〔中間考査〕ノー ト提出

7

8

9

〇小説を楽じむ
○物語の世界

O不説を味おう
‐………

○孔子のことば

○故事と史話

。バスに乗って
。芥川

・水かまきり
。学問のすすめ

・史話 〔期末考査〕ノート提出

期
標

前
日

後

0読書 を広 げる 夢十夜

○物語へのいざない 人面桃花

○物語の世界

|

平家物語

_[__

〔中間考査〕ノー ト提出

1

一↓ ■

サ

2

○論理をはでくむ 政治の本質 〔学年末考査〕ノート提出

3
〇読書を広げる 一鏡

期
標

後
目

態度等で評価 します。



リエンテーション
代社会の特徴と動向

0世界あ生活
‐
:・支僣み

・地球儀と地図

1・ 醤義ど菌蒙ぬ結ぴう著
‐

・貿易

罐選お霧i騨ぁ膨¨
・生活の舞台としての気候

・西アジア・北アフリカ

ク・ ファイルを提
出します。
・小テスト

・ 中間考査
・ファイル提出

・小論文 I

。期末考査
・ ファイル提出

刻化する地球護箇ど
……

○身近な地域と地理的課題
…

・ ヨー ロ ッパ

・ロシアとその周辺諸国
。北アメリカ

導電ナ≡子Aリカ_……………
・地図で読み解く地球的課題

丁きまざま出 謀題
……………………・

。さまざまな地球的課題持続可能な

T身近な層域と地薗
…社会2表現を.目指ル__

。自然環境と防災

「生活函あ地画的諾謀題と地域諏ζ
……・。「

。中間考査
・ファイル提出

■
`喩

文ユ.…….

小テスト

T瑚茉著査
・ ファイル提出

評価方法

。足期考査・小テス トの成績、ワーク・ ファイル・小論文の提出状況、授業への関心・意
欲・態度、アクティプラーニングでの取り組み等で評価します。
・地理歴史科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価 します^

評価 の

観点
晦難甜鰤



リエンテーション
02次関数とそのグラフ

唸茨蘭類とそのグラブ
¨

厖茨関数どう グラブ
・

:とわ グラブ
‐

2次方程式と2次不等式

2茨芳暦葺と

'茨

不等式

・ 2次関数の標準形について

:霧鶴″務鍵
2次関数の最大と最小

・2次関数の最大と最小

あ碑著芳:・ 1摩衝画贋
の判別

T'茨関蒻あグラブど■1覇あ共有
‐

点

置角形あ面積
・

○データの整理

6井夕あ整理
・

○データの相関

・ 置 月 二 月 形 こ 二 月 π

・直角三角形の辺と角

「七角瓦あ相互蘭簾
…¨

・ 90° 一 Aの三角比

。三角比の拡張
。三角比の相互関係

:当轟ρ・蛹誹
。余弦定理

=七角形あ面積
………………

・データの整理、代表値など

=ず
ニタ研お ばり

。相関、相関係数
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８
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○遺伝子とそのはたらき

2編 生物の体内環境

「代謝とIネルギ=…
…………‐

・光合成と呼吸

T晉長霙券穐遥合遺伝情報

・体内環境としての体液

。中間考査     
´

。ノー トファイル提出

∵期茉著番
…………・・

・ノートファイル提出

第 3編 生物の多様性と

の多様性と分布

とその保全

。自律神経系と内分泌系の調節

・植生の移 り変わり

I気嬢デイミ=■

T■態系とぞぬ蔵り立ち
・物質の循環とエネルギー

・ ノー トファイル提出

。学年末考査
.:_′ニトZアイル提出

評価方法

・定期考査、小テス トの成績、プリン トの取 り組み状況、宿題の提出状況、 レボー ト等の

表現力、実験・ 観察 レポー トの内容で評価 します。
。理科の観点印!学習状況の評価の 4観点を基本として評価 します。

評価の
観点

、 提 出物 、 レポ ー トの 提 出 状 況 。 ノー トフ アイ ル の 里 I里 。

4J・ ビテ オ レポ ー トや 腱レボ ー ト、 フ レゼ ンテ ー シ ョンの ´′夕。

Il・

・ 観 察 レポ ー

】 I期考 査 。/Jヽテ ヌ



教科 名 保 建体育 l ]斗 日″ 2学年

教材
教科‐ 現ボ

ステップア,プ高校スポーツ 【

学習の

目標

うし ,そ

ノ ( に 1叉 り み 、 公 な どの態度 を身につ け
く につけます。

学習の

進め方

2` なテス :つ く り、器械運動、水泳、陸上、球技、スキー を実施 します。

、`班活動 による集 団 としての学習 を ノます。

O睡■運動
……‐

・体ほぐしの運動
i杢力空高ゆ全凛軌

・跳び箱運動の基本技能
(個々の能力に応じて技を選択
し、連続技を組み立てる。)

・運動・スポーツの学び方

(300m)
■撒 策 _…… … … …
・ クローリレの習得

(ト レッキング、ウォーキング

・班つくりと準備体操つくり

。前期中間考査

・
:‐記募会み羹施

‐…………………

:葛霧趨罰梶鶏層
…………………

:班歩記録会あ実施
……………‐

。前期期末考査

‐０

　

¨
　

Ｈ

　

¨
　

‐２

　

¨
　

‐
・
　

¨
　

２
一
　

¨
　

３
）

・パスケットボーリレ
(個人技能を身につけ、作戦を
生̈力)ルた攻防鷺艤 ルます9__).

・ゲレンデスキーの滑走法を
.理解ルさ̈翌得レますュ.…………

・ ノン~~ノ
ンこ 書

"干

刊法 ■)
・技能テス トの実施

I技語デズトあ実施

評価方法

・ 美技の能力だけでな く、運動に取 り組む意欲や、公正、協力、責任などの態度、
ルールや審判についての知識や技能などを、総合的に評価 します。

評価の
観点

【関意態】 やス, ― ツ l ●に月 り組 んで いるか

判 賢金 の に め 、 ,し て 運 動 に取 り組 んで い るか 。

リレu について : /て い る か

々 の 1して いるか



教科 名 保健体育

教材
ヨ彦鷺: 体 育

副 教

学習の
目標

i涯 を通 じる健康 につい :す

社会

`将来 Z

L活と健康についてヂ

見据え、 自らの健 につ いて理解 を深 め ます。

学習の

進め方

心 の と性との繋がりJ ついて
'

:や
医 療 制 度 に つ い ヨ

環境 と健康 の緊が りにつ いて理 ‐め 、 「の実践について旱

。2学年の保健の学習につい
。思春期の体と健康

:腫肇3雛‰ 葬董…・
・性に関する情報と性行動

:議鐸強鯛爆……
・受精・妊娠・出産と健康
・家族計画の意義と避妊法
。人工妊娠中絶について
。加齢と心身の変化、健康

T健攘専婁壁懸詮彗
と文援‐……Ⅲ

・保健行政と保健サービス

。医療制度、医療保険、
・医薬品の種類と使用法

エンテーション

○思春期と健康

と性行動の選択

○妊娠・出産と健康
○家族計画と

人工妊娠中絶
○加齢と健康
○高齢者のための社会的

取り組み
○保健制度とその活用

療制度とぞあ薔為
・~

○医薬品と健康

跡壽香キ野漂¨

○環境衛生活動のしくみ

忘 璧 郵質がじ
・
くレr

の保健と私たち

○働くことと健康

・ 健康つ くりのための活動
。民間機関、医療機関の活動

1蝠 健康
…

。大気・水質・土壌汚染の関係

:舗罐鮮鶴塞響理・‐

i食昴ρ安全と暴抱の保健

労働と健康の関わりと問題

ごみの処理

評価方法

。足期考査や 日常 の授業 にお ける参加意欲や学 習態度 を中心 に評価 します。

評価の
観点

【関。意・態】
・性や家族、保健・医療、環境について興味関心をもち、意欲的に授業に参加 し
ているか。

思 ・ 判 容 につ いて 、将 ; て 考 5こ とがで :ているか。

知・ 理 :涯的な健康や環境とイ につ いて、 I |て い ヽ



教科名 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 〕学年

教材

New ONE WORLD Comlullicatioll I Rev sed Editio■

副教材
Ne, ONE WORLD Connunication I Revised Edition Workbook (義史ヨ苧lL版 )

フレーズで英単語 3000(浜 島書店)
履修区分 1 共通

学習の

目標

による指示や、説明の概要を理解する。 手を:々 な いた り んだりして理解できる。
2 学習 した内容や 自分の経験 。知識について , かヽりやすい英語で ことができる。

身近な出来事や自分について,やさしい英語で読み手に伝わるよう くことができる。

の
方

習
め

学
進

教科書をベースに、様々なタスクを通 して : をした I い ¬〔 |し ま・

Z ALTと の 腱どで J ,をやペア ワー ク、 めま
｀

3 ファイルや課題の提出、小テス トなどを通して、学習 した内容の1 を深 めま
・

　̈

５

　

　̈

６

　

　̈

７

　

　̈

８

　

　̈

９

エンテーション

jects wi th a DiIlereDce

L7
How to Cure a Cold

Ninth Symphony in Dscember

・授業の進め方、学習の方法について
。既習事項の確認
・関係代名詞wbo(主格)。 SVC← that節 )

・ SVC(・ that節)・ SVC← that節 )

。ポランティア等の支援活動について話し合う。
・関係代名詞which, that(主格)

。SVO+to不定詞,SV lll)0(=疑間詞節)

。世界各地の風邪に対する民間療法を知り
異なる文化について理解する。

・関係代名詞Tholn which, that(目 的格)

。SV O)0← howな ど十to不定詞
・SЮC件原形不定詞)

の歴史について理解する。

1・葛本におけるヽ 二下=ベジ交響鶴第九蕃

・小テスト
・プリント
・小テスト
・プリント

※各Lessonの パー

ト毎にワークを確
認します。

。小テスト
・プリント

・ 中間考査
。ファイル提出

。期末考査
。ファイル提出

。4ヽテスト
・プリント

。中間考査
。ファイフレ提出

・ガヽテスト
・プリント

「学年茉著番
……

・ファイル提出

L10
Let's Chango Our Way of Thinking

一年のまとめ

・ 副ロタ
^目

出罰尋where, whe■, why, how

l・楚り高跳びの新しい歴更を作らたラ芽ズ
‐‐

ベ リーの話を読み,内容を理解する。
・現在完了進行形 1分詞構文 (現在分詞)

。関係代名詞what

:‐班球あ葉度商題1こういて著え:‐稿稜笙に荷
できるのかを考える。

・SV00← that節) 。仮定法過去
。seem+to不定詞

・ It is～ that… (形式主語)

・学習の振り返り、次年度に向けて

・授 業へ の積極 的参カロや 態 度 、定剛考査 。小テ ス ト、 フ アイルや フ リン

合的に評価 します。協力してペアワニクやグループワークに臨みましょう。

評価の
観点



員事.¨直齢煮_

第 4章 共生社会

11事.¨ 食生活

1赤ちゃんの特徴.………………
・親になるとはどういうことか

■超高齢社会Q諷電 .…………_

・共生

l食生活を見

"Kみ
よつ

・食品の選択と取り扱い

・ 献立づくりと調理

・ ノー トファイル提出

。ノー トファイル提出

第21ぎ
~表

生籍
・

第31ぎ
~住

生活

第 5章 環境

Tなぜ願を着るお,
・衣服の成 り立ちと性質

「だれが暮ぢじで0ヽちあだぢぢ
‐

。どのように暮らす ?

:最馨:9倦籍な鵠は,¨
・環境のためにできること

:・フ=ドブライル提菖
・

・学年末考査
・ ノー トファイル提出

評価方法
・定期考査、小テス トの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レポー ト等の

表現力、実験・観察レポー トの内容で評価します。
・家庭科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価 します

^

評価の
観点

・意・猛
・判・議

日常生活の様々な事柄に関心を持ち、その充実向上のために主体的に取り組む実践的な態度を身につけている。

日常生活での課題を見いだしその解決のために思考を深め、通切に判断、工夫し創造する能力を身につけている。

】 にお | =る 基礎的・基本的な技術を身につい・て いる。

知・ 理】 日常 生 にお |「る基礎的・基本的な知識を身につい「て い る。



教科名 美術 科目名 素描 学年 2学年

教材
教科書 な し 単位数 1

副教材 な し 履修区分 美術選択

学習の
目標

1 対象のイメージや空間を把握 し、造形表現の基礎となる観察力と描写力を高める。

2 自他の作品を鑑賞することで感性を磨き、美術文化の発展と創造に寄与する態度を育
てる。

学習の

進め方

1 造形表現の基礎である素描を行うことで、観察力や表現の技術を身に付ける。

2 様々な素材のモチーフを描き、形態の把握の仕方や陰影の付け方などを学ぶ。

3 作品を鑑賞し、描き方、良さを感じ取り、表現の工夫に生かす。

期 月 単元名 具体的な学習内容 備考欄

前

期

4

5

6

7

8

9

オリエンテーション

形態の把握について

幾何形体デッサン

静物デッサン

講評

石膏像又は構想デッサン

評
省

講
反

素描について｀

年間計画と評価について

鉛筆の削り方について
鉛筆の使用法について

様々な形態の把握方法
様々な表現方法について

制作時の諸注意
形態の把握について
明暗について

素材感について
空間について

量感について

・学習の見通 しを持ちます。
・鉛筆の削り方や持ち方、表現
の幅広さを学びます。
・木炭や鉛筆など、素材による
表現の違いについて学びます。
・基本的な道具は自分で準備し
ます。

。木炭の芯の抜き方、持ち方
等、基礎基本から学びます。

評価方法 授業中の取り組みの様子、提出物をもとに総合的に評価する。

評価の
観点

【関・意・態】 明確な目的を持ち、積極的に授業に臨んでいるか。

【発想・構想】 対象物をよく見てとらえ、画面上に構成できるか。

【技能】 素描の基本的な技能が身につけ、表現に活かすことができるか。

【鑑賞】 作品や対象物を見て良さを感じ取 り、表現することができるか。



オリエンテーション          乏
クロッキー・デッサン

40h

・
峡屋外ズゲ,チ

¨
又屋外ズケブチ

・‐
狭屋外ズゲ,チ

¨
狭屋外ズゲ,デ

画について理解する。

把握と描線について考える。
による表現の基本と、主題の

について学ぶ。
・題材の捉え方
・構図の基本
・油彩画制作の手順

制作記録をとります。

夏季体業課題の提示

表現に適した画材の研究

具鋼製夢榊ζpいて…_

根付 (ス トラップ)、 表具の

蝙 鮨 ∵…… …

キャノシュンゴ≦_り ._展示難 __

提出された作品・課題から評価 します。



教科 名 工 芸 2奎

教材
教科書 ンテ l

副 教 材 な し

学習の
目標

lS規格 を暴 に

青報伝達デザ 4
ノた] の と に■)|す そ
ン と Lし ての製図の二つの意義を理解する。

学習の
進め方

習 課 題 に 基 つ い て 、 と

ラ` フ タ ー 、 じADを言 め て j の適切な使 用法 を学ぶ。

」lll構成 の 力 を つ け る

=角
法によな製醜 題

・

。図面枠や文字を書く練習

・ JIS規格を基にした作図仕様
・線の種類と寸法等の記入

実際iご帯 を計画し:・

‐
図面祥蔵

・

をする。 (製図室の椅子等)

相 手 に伝 わ りや 丁 い凶 回 を考 え て作 凶 ぐさ 0よ つ にな 0。

第三角法を用いて既製品の図面を作成できるようになる。

・IW― CADプログラムの練習課題

あインデリフ
・
湛種ぢた制作

¨

J7-CADを使い、図面をひけるようになる。

自身の制作と結び付けて考えられるようになる。

評価方法
課題の提出状況と内容、日常の授業への参加態度、技能等で評価 します。

評価の
観点

図法の習得と活用に向け意欲的に取 り組んでいるか。

lj・ 図面の役割を果たすよう線や図の仕様を考えることができるか。

作業工程や進度に応じ適切かつ丁寧な作図ができるか。

・ 埋 】 」lS規格や、道具・コマンドの使用法を理解できるか。



教 科 名 芸術 (工芸 ) 2」

教材
教科書  l           ス

材

学習の

目標

1 安全指導をとおして危機管理への意識を高めるとともに制作における責任感を養う。

2 大型機械の使用法の習得と作品の制作をとおして、家具の基本的な構造を学ぶ。

制作の過程をとおして、立体的な感覚を姜い、豊かな人間性の形成を目指す。

学習の

進め方

によ り rつ 。理堅
`

の制作 をとお し エ ラ

:用 した :行 う。

前

単元名

４
　

　̈
５
　
一　
６
　
一　
７
　
一　
８
　
一　
９

オリエンテーション
止血法について
大型木工機械使用法
ほぞを用いた作品制作
。大型機械による製材加工

・組立に向けた加工

・ 手加工

・組立て、素地調整

・年間計画について
・評価方法について
。様々な止血法について
・製材の一連の流れについて
・クロスカットソーについて
・手押し飽盤について
。自動送り飽盤について
・横挽き盤について
。ほぞの構造と種類について
。木取りについて
。基本的な製材加工

・ 機械免許の取得について
。部品図をもとにした大型機械に
よる基本的な製材
・部品の数量と寸法の確認

実習への取組

実習への取組
制作段階の進度
機械製材終了
道具の手入れ

制作段階の進度
材のあら取り～

機械での基本加工終了

前期
目標

後

10

11

12

1

たほ組みを用 :。 作品の塗装
いた作品制作 :。 最終組立
。大型機械に :

よる製材加工 :

。手加工  :
三

。組立、素地調整
……………・

・作品の塗装

議暑聯努モ両けだォリ■レ…
テーション

。たほ接ぎの構造の理解
・木取り、基本的な製材加工
・部品図をもとにした大型機械に
よる製材
・部品の数量と寸法の確認
・組み立てに向けた細部の加工

〈手加工や小型機械)

。仮組、組立
・塗装前の素地調整
・塗装
・部品の取り付け

∵資料をもとにした謀題研究にお
‐

けるアイディアの活用の仕方や設
計について
。素材、表現技法について

実習への取り組み
制作段階の進度
機械製材の終了
道具の手入れ
機械での基本加工終了

制作段階の進度
細部の加工の終了
仮組み
塗装の終了
提出

2

3

期
標

後
目

評価方法 授業での進度、制作に対する意欲、関心、態度を加え総合的に評価します。

評価の
観点

【関・ 意・選 臓械加工や手加工に興味を持ち、安全で意欲的に取り組むことができたか。  ~~~~
【発想・構想 工程や進度を考慮し、計画的に段取りよく作業を行うことができたか。

【技能】 大型機械の安全で効果的な使用方法を理解 し、適切な作業ができたか。

【鑑賞】 目他の作品や工芸作品の良さを感 じ取 り、自己の制作に活かすことができた ~
か 。



４

　

　̈

５

　

　̈

６

　

　̈

７

　

　̈

８

○椅子の様式

インテリアとは ?住まい

日本の椅子文化 (歴史)

つ拡張
=¨
空い 方‐……

と役割

様式について考えます。

デザインスクールに向けて家具
部位の名称や様式、役割につい

て学びます。
様式の誕生とその背景について、
地理や歴史の視点から俯嗽して

デゞ スジスケ坤 する作訂
¨

について個別テーマを持って研究
します。

発表交流によって、学習内容を
共有し深めます。
まとめた内容は発表します。

○インテリア通史

…羅 壬者ざ
先史時代、エジプト

ニリシェさ..旦さ __………………
中世
リレネサンス

石品芝百ジゼプト
…Ⅲ……………

●レポート提出、発表会

●前期末考査  (フ ァイル提

生活から家具・インテリアを見つめなおすことができるようになろう。
用途、目的、構造、部位、様式の関係を見つめるようにしよう。

ロック、ロココ、

ウインザーチェア

鰯 壬挙季甜 ボニ上‐
革命、 トーネット

れ 三九二様式.…………………
アーツアンドクラフツ
アールヌーヴォー、アールデコ

肇労摯⇒摯考AM¨

リカ
=…
■タリア.…………….

、アフリカ、日本 (明治

デザイン
制作に両げで「

・
単礼だビど

¨

をまとめながら構想を練りま

生産性やコス トの考え方につい
て、日を向けます。
モダンデザイン誕生の経緯と、

り・デザインについて学びます。

的側面から世界各国の椅子につ
いて学びます。

(デザイン史)

粛凛γ近世②_¨

インテリア通史
近代～現代

○インテリア通史

…世界資国Ω椅子

目的や技術革新、椅子の形態・様式の関係について、時間軸から俯敏できるようにしよう。
学んだことを生かし、自らの制作に生かせるよう、関連付けて考える習慣をつけよう。

評価方法

考査 や 小 テ ス トで は 、 主 に知 識・ 理 解 を評 価 します 。 資 料 等 の活 用 によ り疲記 を計 仙 します 。

ワークシートやレポー ト、プレゼンテーションにより、発想や構想を評価します。
授業中の取り組みや提出物・課題の状況により、関心・意欲・態度を評価します。

評価の
観点

・ Jま ・ 学習課題を把握し、目的を持って主体的に学習に取り組んだか。

発 想・ 構 : 学習内容 (技法、機能、部位)と制作物を関連付けて捉え、発表や制作にいかしたか。

技能】 資料等を活用し、自らの考えを効果的にまとめたか。

〔鑑賞】 機能、機能、素材の名称関係 (知識)について、身に付けたか。



ガイタンス
小課題 (10時間)

題作課題
‐
1・

‐・
(ち
・
0萄讃

「

‐

制作
‐…

フ
rレ

ゼジ
……………

ミ
=フ

レゼジ
……………

・テーマの設定と計画

:鑽還ちゴトフィプー
・プレゼンテーションの準備

■アレゼジデIジヨ
‐
ジ
・…………・

・テーマが制作物に、どのよう

…2ながう力)を考える。……_

・テーマをどのような手段て
するかを構想する。

.a_.(o.pl手置脱_

筆業罰作発表
‐

1年間あ振り返り
。
と発表

:諦「I農詩

'デ

9肇発‐ジ・
・設計、実制作

∵茨年度罰作ヽあ意識付け
………

「最終的な任Iげと贅科あ整理
¨

T贅科あまとおど強
‐…………

成果を確認する。

1季壬子を1賄留9警筆節
するかを構想する。

・
:‐百ぢあ訂作をまとあるごどで

。

成果を確認する。


